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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、円安や株価上昇を背景に穏やかな回復傾向で推移し、生産活動や

輸出の底打ちを受け企業業績や雇用情勢などが改善しました。一方、消費税増税の影響による個人消費や住宅投資

の回復が遅れ、景況感にばらつきが見られました。米国では好調な企業業績や雇用情勢の改善から穏やかな景気拡

大の裾野が広がりましたが、欧州では景気停滞が見られ、中国など新興国では経済成長が減速し不透明感が続きま

した。

当社グループの属する電子部品業界におきましては、テレビ・PCなど民生用電子機器は低調でしたが、車載用電

装品が好調を維持したことに加え産業用電子機器が回復しました。また低価格帯を中心にスマートフォンやタブレ

ットの需要が強く、電子部品全体では強含みで推移しました。

このような情勢下、当社グループは新製品の開発や顧客のニーズに即した製品の提供につとめ、営業活動を強化

してまいりました。車載用電装部品が伸び悩みましたが、非接触センサや環境関連・電源向け・無線機向けなどで

需要を創出することができました。特に第３四半期は円安効果も加わり好調に推移した結果、当第３四半期連結累

計期間の売上高は5,790百万円（前年同四半期比1.6%増）となりました。

利益面につきましては、第２四半期にたな卸資産の収益性の低下による簿価切り下げにおける見積りを見直し、

たな卸資産評価損107百万円を追加的に売上原価に計上したこと、また給与カットの解消や海外従業員の賃金上昇等

の影響で人件費が増加したことを主因に、営業利益は58百万円（前年同四半期比89.5%減）となりました。経常利益

は為替差益の発生等により201百万円（前年同四半期比60.0%減）、四半期純利益は138百万円（前年同四半期比60.8%

減）となりました。

なお、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成26年12月31日まで）の売上高は2,055百万円（前年第

３四半期比7.7%増）、営業利益は97百万円（前年第３四半期比29.0%減）、経常利益は199百万円（前年第３四半期比

86.1%増）、四半期純利益は155百万円（前年第３四半期比54.1%増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ153百万円増加し8,930百万円となりま

した。流動資産は９百万円増加し5,479百万円となりました。主な要因は、第３四半期増収や円安の影響で受取手形

及び売掛金が187百万円、その他が69百万円増加する一方、現金及び預金が269百万円、たな卸資産が110百万円減少

したことによるものです。固定資産は、設備投資による機械装置や投資有価証券の時価評価額の増加を主因に146百

万円増加し3,448百万円となりました。

負債合計は、前連結会計年度末比44百万円減少し4,925百万円となりました。流動負債は326百万円増加し2,800百

万円となりました。主な要因は、短期借入金の増加357百万円によるものです。固定負債は370百万円減少し2,124百

万円となりました。主な要因は、長期借入金の減少389百万円減少によるものです。

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ197百万円増加し4,005百万円となりま

した。これは、株主資本が株式配当金の支払いと四半期純利益の差額により48百万円、有価証券評価差額金や為替

換算調整勘定等の評価・換算差額等149百万円の増加によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年11月13日発表の連結業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

第２四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であったコスモス電子販売株式会社は、平成26年７月１日付

で当社を存続会社とする吸収合併により解散しております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び

「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」

という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連

結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期

間を基に算定した単一の割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均

割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半期連

結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しておりま

す。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が28,863千円増加し、利益剰余金が18,761千円減

少しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。

（たな卸資産の収益性の低下による簿価切下げにおける見積りの変更）

当社及び連結子会社は従来、営業循環過程から外れた滞留又は処分見込等のたな卸資産について、販売又は使用から

一定の期間を超える場合に、原則として規則的に帳簿価額を切下げた価額をもって連結貸借対照表価額とする方法によ

っておりました。しかしながら従来に比べ、小ロット受注の増加や使用実績の変化及び海外生産子会社のたな卸資産に

重要性が増したことなど経営環境の変化により、営業循環過程から外れたたな卸資産の評価に関しても見直す必要性が

生じてきました。

このような状況のなか当社グループとしては財務の健全性を高め、より強固な経営管理体制を確立するとの観点か

ら、たな卸資産の管理体制について強化を図ってまいりましたが、第２四半期連結会計期間において、前連結会計年度

より導入した基幹システムにデータが蓄積し、個別品目ごとのデータがより広範囲に収集することが可能となり、これ

らを早期に評価する管理体制を整備したため、当該見積り方法に関しても見直しを行いました。この結果、たな卸資産

に係る収益性の低下の事実をより適切に財政状態及び経営成績に反映させるため、第２四半期連結会計期間より当該見

積り方法を変更いたしました。

これに伴い、第３四半期連結累計期間において従来の方法と比べて売上原価が95百万円増加し、営業利益、経常利益

及び税金等調整前当期純利益がそれぞれ95百万円減少しております。

なお、第１四半期連結会計期間までは、当該見積り方法を従来と同様の方法によっておりましたが、これは上述の内

容に加え、第１四半期連結会計期間においてはたな卸資産の実地棚卸及びたな卸資産の簿価の切下げに関して簡便的な

処理を採用していたため第２四半期連結会計期間に変更を行ったものであります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,637,023 1,367,873

受取手形及び売掛金 1,972,249 2,159,396

電子記録債権 141,285 281,647

商品及び製品 454,073 463,145

仕掛品 275,910 269,266

原材料及び貯蔵品 795,087 681,733

繰延税金資産 94,589 87,727

その他 106,031 175,328

貸倒引当金 △5,883 △6,610

流動資産合計 5,470,368 5,479,508

固定資産

有形固定資産

土地 1,399,547 1,398,006

その他（純額） 1,169,629 1,247,396

有形固定資産合計 2,569,176 2,645,402

無形固定資産 7,287 11,006

投資その他の資産 725,885 792,005

固定資産合計 3,302,349 3,448,414

繰延資産 4,547 2,916

資産合計 8,777,265 8,930,839

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,051,130 697,201

電子記録債務 － 361,247

短期借入金 760,254 1,117,565

未払法人税等 116,506 53,858

賞与引当金 117,021 64,109

役員賞与引当金 2,066 286

その他 427,058 506,032

流動負債合計 2,474,037 2,800,301

固定負債

社債 57,500 22,500

長期借入金 966,324 576,615

役員退職慰労引当金 55,533 58,754

退職給付に係る負債 870,362 928,582

再評価に係る繰延税金負債 371,423 371,423

その他 174,498 167,098

固定負債合計 2,495,642 2,124,974

負債合計 4,969,680 4,925,276

決算短信 （宝印刷）  2015年02月10日 20時03分 4ページ （Tess 1.40 20131220_01）



東京コスモス電機株式会社(6772) 平成27年３月期 第３四半期決算短信

－ 5 －

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,277,000 1,277,000

資本剰余金 3 3

利益剰余金 1,925,643 1,974,658

自己株式 △19,462 △20,197

株主資本合計 3,183,185 3,231,463

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 63,949 95,612

繰延ヘッジ損益 △1,961 △1,304

土地再評価差額金 688,959 688,959

為替換算調整勘定 △54,661 62,805

退職給付に係る調整累計額 △71,886 △71,973

その他の包括利益累計額合計 624,399 774,099

純資産合計 3,807,584 4,005,563

負債純資産合計 8,777,265 8,930,839
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 5,696,773 5,790,480

売上原価 4,179,326 4,719,823

売上総利益 1,517,446 1,070,657

販売費及び一般管理費 960,938 1,012,365

営業利益 556,507 58,292

営業外収益

受取利息 240 329

受取配当金 6,362 7,846

為替差益 － 51,985

作業くず売却益 55,615 53,096

その他 31,123 62,241

営業外収益合計 93,341 175,499

営業外費用

支払利息 22,647 17,156

為替差損 47,453 －

製品補償損失引当金繰入額 51,000 －

その他 25,178 15,178

営業外費用合計 146,280 32,334

経常利益 503,569 201,457

特別利益

固定資産売却益 － 975

負ののれん発生益 153 －

特別利益合計 153 975

特別損失

固定資産売却損 170 －

固定資産除却損 0 183

投資有価証券売却損 － 398

特別損失合計 170 581

税金等調整前四半期純利益 503,552 201,851

法人税、住民税及び事業税 165,383 92,649

法人税等調整額 △14,770 △29,176

法人税等合計 150,613 63,473

少数株主損益調整前四半期純利益 352,939 138,377

少数株主利益 342 －

四半期純利益 352,596 138,377
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 352,939 138,377

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 38,622 31,662

繰延ヘッジ損益 － 656

為替換算調整勘定 67,970 117,467

退職給付に係る調整額 － △86

その他の包括利益合計 106,593 149,700

四半期包括利益 459,532 288,078

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 459,190 288,078

少数株主に係る四半期包括利益 342 －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年02月10日 20時03分 8ページ （Tess 1.40 20131220_01）




